
公益法人制度は現行制度の施行から15年を経て、来年４月から新たな制度がス
タートします。
新しい公益法人制度により、公益法人が社会的課題の変化等に対応し、より柔

軟・迅速で効果的な社会活動を展開できる仕組みとなります。公益法人に求められ
ることや今後の可能性などについて、実際に公益活動に携わる関係者により意見
をめぐらせます。

令和6年12月19日（木）13:00～15:30

日 時

会 場

○開 会（13:00～）
開会挨拶（ビデオメッセージ）

三原じゅん子 内閣府特命担当大臣

○基調報告（13:05～）
高角健志

        内閣府公益認定等委員会事務局長/大臣官房公益法人行政担当室長

○講演（13：20～）
千田健一
公益社団法人日本フェンシング協会会長/公益財団法人宮城県スポーツ協会会長

      「オリンピック躍進の背景にある協会改革
～なぜ日本フェンシングはここまで躍進できたのか～」

○休憩（14:10～）

○新しい公益法人制度に関するパネルディスカッション（14:20～）

○質疑応答（15:20～）

○閉会（15:30）

次 第

内閣府
主催

国立オリンピック記念青少年総合センターカルチャー棟・小ホール
（東京都渋谷区代々木神園町3-1）

当日の模様は後日、YouTubeでの配信を予定しています。
その他



パネリスト 五十音順

新しい公益法人制度対話フォーラム 参加者

公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 代表理事

今井 悠介

公益社団法人経済同友会 常務理事

篠塚 肇

公益社団法人日本フェンシング協会 会長
公益財団法人宮城県スポーツ協会 会長

千田 健一

公益財団法人ＳＯＭＰＯ環境財団 専務理事

中村 茂樹

公益社団法人日本オーケストラ連盟 専務理事
公益社団法人日本芸能実演家団体協議会 理事

望月 正樹

明治大学 副学長(学務担当)
経営学部教授

石津 寿惠

内閣府公益認定等委員会事務局長
内閣府大臣官房公益法人行政担当室長

高角 健志

コーディネーター

基調報告
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